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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はタキキニン受容体遺伝子ファミリーに属する。これらのタキキニン受容体はGタンパク質との相互作用を特徴とし、7つの疎水性膜貫通領域を有する。この遺伝子は、ニューロキニン1とも呼ばれるタキキニンサブスタンスPの受容体をコードしている。コードされているタンパク質は、サブスタンスPのホスファチジルイノシトール代謝の媒介にも関与している。[RefSeq提供、2008年9月],機能：これはタキキニン神経ペプチドであるサブスタンスPの受容体である。ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質と関連していると考えられる。この受容体のタキキニンに対する親和性の順位は、サブスタンスP > サブスタンスK > ニューロキニンKである。,オンライン情報：タキキニンの項目,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NK1R抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のNK-1Rポリクローナル抗体を用いたマウス脳COLO細胞のウェスタンブロット解析

